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毎月1回、外国人労働者やビジネスと人権に関する情報、事務局の取り組みなどをニュースレターでご紹介します。

JP-MIRAIのイベント情報は、「JP-MIRAIイベント短信」で、タイムリーにお届けいたします。 

 

 
11月25日（金）、26日（土）に開催されたインターナショナルジョブフェア東京2022のブースに出展

しました。外国人留学生や就職希望者など多くの方が JP-MIRAIのブースにて、JP-MIRAIの活動や９

言語対応アプリの説明を熱心に聞いてくださいました。また、25日には、企業向けに開催されたイベント

に登壇し、JP-MIRAIの取り組みを紹介しました。 

 

JP-MIRAI専門家会合委員 指宿昭一弁護士 インタビュー  

－外国人技能実習生の人権・労働問題の解決のために 

 2017年、ドキュメンタリー番組にて、外国人技能実習生を雇用しているサプライヤー企業における賃金不払

い等の問題が報道された。番組内ではブランド企業（以下、Ａ社）の名称は報道されなかったが、製品のタグなど

から、ネット上で特定され炎上した。その後、NGO等と一緒にＡ社と直接話をする機会があり確認をしたとこ

ろ、Ａ社では、サプライヤーでこのような問題が起こっていることを知り、各サプライヤーへの調査依頼や現場訪

問を行い改革に乗り出そうとしていた。ところが、Ａ社は、メディアからの取材に対して拒否し、提訴するという

書面を送るなど、対応を誤ったためにこのように厳しく批判された事例であった。 

 2019年には、別のドキュメンタリー番組で、愛媛県のタオル縫製工場における技能実習生の過酷な労働環境

が報道された。これに対し、今治タオル工業組合は調査を行い、報道から2日後に、報道された工場は今治タオ

ル工業組合の加盟企業（組合員）ではないが、組合員の下請企業であること、社会的責任及び道義的責任がある

と考えること、組合員への研修を行いサプライヤーも含め労働環境を改善することを公表した。このような対応

により、今治タオル工業組合への批判は鎮静化した。現地を訪問し、調査したところ、真摯に取り組みがなされて

いることも確認できた。 

 いずれの事例でも、外国人技能実習生を直接雇用していた企業・団体ではないが、今は、直接雇用していない

ので関係ないということは通用しない時代となっている。雇用していない企業でも、サプライチェーン上で外国

人技能実習生、外国人労働者が働いていることはめずらしくなく、サプライヤーで外国人労働者を雇用している

https://jp-mirai.org/jp/


場合、または、雇用される可能性がある場合には、人権侵害の発生を防止する体制、また、発生した時に救済でき

る仕組みを整え、ビジネスと人権に関する指導原則で求められている責任を果たす必要がある。 

 外国人労働者の抱える課題については、解決のためには、企業側に働きかける必要があると考え、所属してい

る外国人労働者弁護団及び外国人技能実習生問題弁護士連絡会は、ビジネスと人権ロイヤーズネットワークと3

団体共同で、2020年に「サプライチェーンにおける外国人労働者の労働環境改善に関するガイドライン」を作成

した。ガイドラインでは、企業の立場から見て、サプライチェーン上で外国人労働者を受け入れている企業がある

場合の体制や問題が起こった場合の救済について行動原則、モデル調達基準、対話協働のための実務指針が記

載されている。その後、ガイドラインをテーマに企業の優良事例、労働組合の取り組み、ＮＧＯの取り組みを紹介

する3回の連続講座を開催し、その内容を簡潔にまとめ、2022年には、「サプライチェーン外国人労働者ガイ

ドライン実践ハンドブック」を作成した。 

 企業が労働力を確保すること自体は非難されることではないが、国内だけでなく、海外から労働力を呼ぶと

き、労働力というのは生きた人間が担っているということに留意し、人間としての受入れを実現するために、企

業、労働組合、弁護士、市民などさまざまな立場のステークホルダーが立場の違いを超えて取り組むべきである

と考えている。 

 - ガイドラインおよびハンドブックのダウンロードはこちらから 

 

JP-MIRAI、責任ある外国人労働者受入れのための研修会  （長崎県・徳島県）実施報告 

 
 JP-MIRAIは、日本各地で外国人支援に係わる方・関心のある方を対象に、責任ある外国人労働者受入れのた

めの研修会を実施しています。 

 10月17日には、長崎県内で「在留外国人支援の基礎講座‐九州における外国人支援の発展と協働を目指して

‐」と題し、長崎県様及び長崎県国際交流協会様に協力を頂き、JP-MIRAIアシスト事業に関するご説明と共に、

福岡出入国在留管理局様や JP-MIRAIアシスト専門相談員からの講演や、在留資格等の複合的な要素が関係す

る事例検討ワークショップを行いました。知識と実践の組み合わせによって理解を深めて頂くと共に、参加者間

のネットワーク醸成を行いました。主に九州地域から様々な方にご参加頂きました。 

 10月26日には、徳島県内において、公益財団法人徳島県国際交流協会（TOPIA）様との共催により「外国人

支援者向け研修会‐四国における外国人支援の発展と協働を目指して‐」と題した研修を実施しました。第一部で、

高松出入国管理局様からの講演や、JP-MIRAIより外国人相談支援についてのご説明をしたのち、第二部では

「外国人が惹きつけられる徳島県吉野川市に学ぶ」として、徳島県国際交流協会様、吉野川市国際交流協会様、社

会保険労務士の細谷様から、徳島県内の動向や、吉野川市において外国人と日本人住民のつながりが醸成され

ている様子について多面的にお話を頂きました。第三部では登壇者間での意見交換を通じて、吉野川市が外国

人に選ばれる背景について議論を深めました。 

 これら以外にも、JP-MIRAIは研修会を開催しており、先日11月17日には札幌での研修会を実施しまし

た。こちらについても、後日ホームページ等でご報告します。 

 - 長崎県の報告記事はこちらから 

 - 徳島県の報告記事はこちらから 

 

今月のブックレビュー／石川達三『蒼氓』（秋田魁新報社、2014年） 

 2022年現在、日本は諸外国から働き手の受入れをする受入国となっているといえると思います。このよう

な受入国であるということは、当然のものではなく、むしろ日本が諸外国から働き手を受け入れるようになっ

たのは歴史的に見れば最近の事だともいえると思います。 

 日本は、戦前では東洋拓殖株式会社の関連会社である海外興業株式会社が、戦後では JICAの前身である財

団法人日本海外協会連合会や海外移住事業団等が南米への移住者の送出し事業を行っていました。 

https://www.bhrlawyers.org/migrantworkers
https://jp-mirai.org/jp/2022/12877/
https://jp-mirai.org/jp/2022/13096/


 「蒼氓」は、1930年の日本からの移住を描いた小説です。舞台は国立海外移民収容所（現神戸市立海外移住と

文化の交流センター）から始まります。「言わば誰もかれもが日本の生活に絶望して、蘇生の地を求めて流れて行

こうとする」という言葉と移住先のブラジルへの期待とが交わる様子に、当時の移住の情景が具体的に想起され

ます。 

 日本からブラジル等へ移住した人がいるという事実は、多文化共生という言葉が用いられることが多くなった

今日でも重要な歴史的な事実ですし、むしろ、諸外国から日本へ移動する人とどのように社会を創っていくかを

考えるとき、日本から海外にわたりその地で生活をすることになった日本人がいることを考えることの重要性

は増しているのではないかと思います。 

 ぜひ本書を手に取って頂き、また、JICA横浜に併設された移住資料館をご覧いただき、日本の移住の歴史の

今日的な意味を考えるきっかけとして頂けたら幸いです。 （杉田） 

 

今月の JP-MIRAI事務局短信 
既に報道でご覧になられたと思いますが、11月22日の「外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議」（以

下「関係閣僚会議」）において、「技能実習制度及び特定技能制度の在り方に関する有識者会議」の設置が決定しま

した。11月25日付の日経新聞では、「技能実習廃止も選択肢」という見出しのもと、古川自民党司法制度会長

（元法相）のコメントが大きく報じられています。 

政府の基本的な考え方は、本年６月１４日の「関係閣僚会議」において、「外国人との共生社会の実現に向けたロ

ードマップ」が決定されており、目指すべき外国人との共生社会実現へのビジョン（３つのビジョン）として、 

 （1）安心安全な社会 

 （2）多様性に富んだ活力ある社会 

 （3）個人の尊厳と人権を尊重した社会 

が掲げられており、JP-MIRAIの行動原則と方向性が 

一致するもので、この機会によい制度作りが進むことを 

願うばかりです。 

 これまで、JP-MIRAIにおいても「望ましい受け入れ 

制度を考える研究会」などで議論してきたように、日本で 

働く外国人労働者には様々な脆弱性があり、（1）訪日前の 

手数料・借金問題、（2）差別・ハラスメント、（3）強制労働、 

（4）生活環境など多岐に亘ります。また、特定技能におい 

ては、問題ある登録支援機関や転職ブローカーの存在なども指摘されています。単純な制度の改廃論にとどま

らずに、こうした課題にも着目して、丁寧な制度作りや運用が必要であり、注意深く見守っていく必要があると

思います。（事務局 宍戸）  

 

JP-MIRAI事務局からのお知らせ 
JP-MIRAIでは、12月9日に2022年度の総会および公開フォーラムを開催致します。 

 総会 13：00～15：00／公開フォーラム 15：00～18：00   

 ※総会へは会員様のみご参加いただけます 

公開フォーラムでは、「外国人労働者のプロセス全体にわたる脆弱性を考える」をテーマに、 

出入国在留管理庁、受入企業、自治体、NPOなど多様なステークホルダーの登壇をはじめ、 

今年は外国人労働者からのビデオメッセージも紹介、多角的な視点から責任ある外国人労 

働者受入れの問題を話し合います。 

多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

－詳細ならびに加のお申し込みはこちらから 

 

 

JP-MIRAI相談窓口「アシスト」では、毎月ニュースレター「外国人支援のささえ手通信アシスト」を発行しています。 

◆11月号◆ 

  ＊今月のニュース 

賃金のデジタル払いが可能に 

在留外国人数は296万人に 

 

https://jp-mirai.org/jp/2022/12908/


  ＊今月のインタビュー 「外国人相談窓口の今」 

（公財）仙台観光国際協会多文化共生課菊池哲佳さん 

  ＊今月の最前線 

外国人相談の地域における積極的展開 

 

 -11月号はこちらから 

 -バックナンバーおよび登録はこちらから 

 

JP-MIRAIアプリ 

外国人の方が安心・安全に日本で働き・暮らすための役立つコンテンツ 

を提供するアプリです。 

どの在留資格の方にも、役立つ情報があります。 

ぜひ、お近くの外国人の方にアプリのご利用を広めてください！ 

 

＊アプリのインストールはこちらから！ 

   

 

JP-MIRAIポータル 

官民が協力して作っている外国人のみなさんが安心・安全に日本で働き・暮らす為の総合サイト 

 

＊紹介動画＊ 

JP-MIRAIポータルをより多くの方にわかりやすくご紹介する動画 

是非ご覧いただき、拡散にご協力ください。 

 

JP-MIRAIフレンズ 

外国人と日本人でコミュニケーションができるサービス 

 

＊9言語のチラシ＊ 

（日本語、英語、中国語、ベトナム語、タガログ語、インドネシア語、ミャンマー語、ポルトガル語、スペイン語） 

情報拡散の際に、ご活用ください。 

 

JP-MIRAIアシスト 

多くの悩みを抱えた方の為の相談サービスを行っています 

 

 

責任ある外国人労働者受入れプラットフォーム（JP-MIRAI）事務局 

       

※会員専用ページのパスワードは、入会手続き完了のメールもしくはイベント短信をご確認ください 

 

ニュースレターの配信停止はこちらから 

※会員の方はイベント短信も配信停止となります※ 

 

https://jp-mirai.org/wp-content/uploads/2022/11/20221125_jp-mirai-assist-newsletter_vol.5.pdf
https://jp-mirai.org/jp/jp-mirai%e3%82%a2%e3%82%b7%e3%82%b9%e3%83%88%e3%80%80%e3%83%a1%e3%83%bc%e3%83%ab%e3%83%9e%e3%82%ac%e3%82%b8%e3%83%b3%e7%99%bb%e9%8c%b2/
https://portal.jp-mirai.org/ja
https://www.youtube.com/watch?v=mWc9ZbqKGko
https://portal.jp-mirai.org/ja/friends
https://jp-mirai.org/jp/2022/11915/
https://portal.jp-mirai.org/ja/consult
https://a19.hm-f.jp/js/haihai.html-edit-preview/html-edit-body.html?1680750286031
https://apps.apple.com/jp/app/jp-mirai/id1621260241?l=ja
https://play.google.com/store/apps/details?id=org.jp_mirai.portal&hl=ja
https://bit.ly/3oqFloP
https://twitter.com/JPMIRAI1
mailto:ask@jp-mirai.org

